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「フリースペースかめっこ」に通
所したり、学習・生活支援に関わっ
た児童生徒数やスタッフ数等の現状
を報告するとともに、成果や課題に
ついて考えを記述します。

２０２４年度フリースペースかめっこの活動をふり返る

フリースペースかめっこの現状

①開設日時

令和６年４月～令和７年３月のふ

れあい教室開所日

②開所日数 １９９日間

③開所時数 １,１９４時間

（９：１５～１５：００）

④学習支援 ４５時間

（１５：３０～１６：３０）

⑤スタッフ数

ボランティアスタッフ１６名

（指導者６名を含む）

⑥対象者の範囲及び人数

亀山市内小中学校児童生徒

登録人数 小学生１１名 中学生８名

通級児童生徒数

延べ 1,１４４名（３月１９日現）

本年度の取り組み
①チャレンジタイムの設定

子どもと保護者と話し合いなが
ら進めています。

②学習支援を申し出た子どもに対し
ては、教員免許を有したスタッフ
が対応しています。申し出があれ
ば個々の児童生徒にも、きめ細か

く指導することは可能と考えます。
③体験活動を充実

スポーツデーやクッキングデー
などを月ごとに設定するとともに、
共同募金配分金事業に応募して、
伝統文化やアートなどの体験活動
を実施しました。また夏休みには
ミニキャンプをふれあい教室と共
催で実施しました。
年間２１回
（施設内１２回、施設外９回）
体験活動の中で子どもたちが協

力して活動する姿に触れたり、真
剣に取り組む姿を観る中で子ども
理解が進んだり、子どもたちから
活動の進め方や題材の精選につい
て意見を聴くことができました。
今後も体験型イベントを進める

ため、公募事業に応募していきた
いと思います。

〇チャレンジタイムは、自分のた
めに、自分がやってみようと思
うことを、自分なりにやる時間
であり、目的のある時間にして
ほしいこと。

〇ゲームから離れる時間として取
り組み、二人以上でやることは
別の時間帯で取り組んでほしい
こと。

〇パソコンやタブレットなどの情
報機器の使用は自由だが、材料
のいるものは、事前にスタッフ
に伝えて準備をしてほしいこと。

活動から見えてきた課題
①今年度各校に校内ふれあい教室が配
置されました。学級でみんなと学ぶ
ことが苦手な子たちのために、校内
にふれあい教室を設ける取り組みが
進んでいます。
自分や仲間にとって居心地の良い
居場所を作り上げようとする営みの
中に成長があり、自分をステップアッ
プするパワーがわいてくると考えま
す。学級も同じですが子どもに我慢
を強いるのではなく、よりよい校内
ふれあい教室の在り方が議論される
ことを望みます。
②発達障がいなどにより学級という集
団生活になじみにくい子どもが少な
からずいます。学級という集団の中
で、人と人の交わりを体現し、生き
方を学んでいく過程は、大切である
と考えています。しかし子どもの中
には、人と人との交わりが苦手な子
どもが存在しており、苦手な子ども
に対するプログラムが準備されてい
ない状況が続いています。
また人との交わりを苦手な子ども
にしたのは、家庭の力が弱いためだ
と誤解した言動も見られます。
多様性を学ぶことが求められる社
会であることを考えると、人間の違
いや尊厳を子どもたちにどう伝えて

いくか、またこの子たちの将来を豊
かにするため、何が必要かを考えて
いく必要を感じます。

③進路を考える
８月に亀山市教育委員会と亀山市

中学校長会と共催で、きめ細やかな
支援のための進路（進学）相談会を
開催しています。
不登校児童生徒を持つ保護者には、
子どもが通学できない状況で中学３
年生になった時、受け入れてくれる
高校がどれほどあるのか。また受験
できる高校の受験手続や受験内容は
どのようなものかを詳細に知りたい
との思いがあります。
また、高校の理念やカリキュラム、
学校や授業の雰囲気等も、高校生活
を続けたいと願う本人や保護者にとっ
ては、重要な情報です。
そこで、夏休みという多くの中学

３年生が進路（進学）を意識する時
期に合わせて、公・私立高校や高等
学校等のご協力を得て、学校での進
路（進学）指導や情報提供の機会を
確保しにくい生徒や保護者に視点を
合わせた、きめ細やかな支援のため
の進路（進学）相談会を開催してい
ます。
この取り組みに対する教職員や保

護者の検証が必要と考えています。

フリースペースかめっ
こで、3月12日中学
生の卒業式を行いま
した。中学校から校
長先生と担任の先生、
クラブの先生が来て
いただき、保護者の
方、スタッフ、小学
生の子どもも参加し
て、みんなでお祝い
しました。

卒業おめでとうございます


